
令和７年３月７日（金）に第７回の検討協議会を開催しました。第７回では、学校生活や行事など、相模湖の子ども

たちが過ごしている現在の「教育活動を取り巻く環境」について話し合い、学校の現状を把握するとともに、良いと

思うところ（メリット）や課題と感じるところ（デメリット）など、保護者や地域の方の視点から意見を出し合いました。

相模湖地区小・中学校の学習環境のあり方

検討協議会ニュース
令和７年５月発行
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メリットとデメリットの「見える化」
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「教育活動を取り巻く環境」 についての主な意見 （グループワークの結果）

学校

生活

▷ 今後の

進め方

✔ 多くの方の意見を伺うため、アンケート調査などを実施していきます。

＊ 事務局（お問合せ先） 相模原市教育委員会 教育局 教育環境部 学務課 042－769－8282（直通）

＊ 検討協議会の議事録や資料は、次の場所でご覧いただけます。

＠ 相模湖行政資料コーナー（相模湖総合事務所２階）

＠ 相模湖・千木良公民館 ＠ 相模湖地区の各小・中学校

＊ 次回の検討協議会

５月２３日（金） 午後７時から

＠相模湖総合事務所 大会議室

（どなたでも傍聴できます。）

＊ 「検討協議会ニュース」の

バックナンバーなどは

こちらから （市HP） ☛

今の相模湖の状況は、

メリットよりもデメリットの方が大きい

と認識する必要がある。【第７回委員意見】

現状のメリット
現状のデメリット

クラス

学校

行事

特別

活動

など

・先生の目が行き届いている

・一人ひとりを丁寧に指導できる

現状のデメリット

・学年を越えた関係性がある

・他の学年にも友だちがいる

・子ども主体の活動が多い

・一人ひとり活躍の場がある

・役割があり責任感が育つ

・人間関係が固定化してしまう

・立ち位置が決まってしまう

・トラブルがあった時に逃げ場がない

・大勢に紛れ込めない

・大人数のスポーツができない

・少人数のためできない部活が

ある

・一人の役割が多すぎる

・やる子やらない子が決まってしまう

✔ これまでの検討（通学環境・放課後の居場所・教育活動を取り巻く環境）の

結果を踏まえ、現在、そして将来の子どもたちのために何ができるか、

検討を加速させていきます。


